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ラット尾部懸垂により惹起される後肢骨・筋萎縮に対するエストロゲンの

　　　　　　○河野節子’、大森幸子”
　　　　　　(末名古屋女大短大、*・名古屋大環研)

　【目的】閉経期では骨粗耘症が進行することが知られており、エストロゲンの補充療法は

骨萎縮を防止し、骨折の発生頻度を低下させる。しかしながら、骨格筋の萎縮に対するエ

ストロゲンの作用は、必ずしも明らかにされていない。そこで、尾部懸垂により惹起され

る廃用性骨・筋萎縮発症に及ぼすエストロゲンの影響を卵巣摘除ラットを用いて検討した。

　【方法】5週齢雌ラット24匹の卵巣を摘除後、12匹はestradiol dipropionate(E 2)200u,g/
体重lOOgを７日毎に投与し、7週齢まで飼育した。残る12匹には生理的食塩水を投与した。
生理的食塩水投与群をＯＶＸ群とし、E2投与群をE2群とした。その後両群を非懸垂群(Ｎ)

及び懸垂群(Ｓ)に分け、ＯＶＸ･Ｎ、ovx-s、E2-N、E2-Sの計4群とし、s群には7日間

の尾部懸垂を実施した。懸垂終了後、奸筋、誹腹筋、大腿骨重量、大腿骨中のCa、Pi及び

尿中ピリジノリン排泄量を測定した。【結果】ＯＶＸ群の尾部懸垂開始前の体重はE2群

より有意に増加し、OVX群211.4±3.3g、E2群163.1±4.0gであった。Ｓ群の紆筋及び勝
腹筋の湿重量は、いずれも各々のＮ群に比べ有意に低値を示した。肝筋の減少率はovx-

S群で63%、E2-S群では64%であった。誹腹筋の減少率はＯＶＸ-S群で73%、E2-S群で

は70%であった。一方、懸垂による大腿骨湿重量および骨中Ca、Pi含量の低下はＯＶＸ群に

のみ認められた。尿中ピリジノリン排泄量は、懸垂の有無に関わらずＯＶＸ群でE2群より

多かった。【結論】5週齢ＯＶＸ群ラットヘの3週間エストロゲン､投与は尾部懸垂により後

肢骨の萎縮発症を抑制したが、筋萎縮の発症は抑制しなかった。
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旦的　食物繊維が食餌性ミネラルの吸収を促進する効果はあまり期待されていない。食物

繊維は栄養素等を吸着しながら消化管内を通過して糞便中に排泄される可能性が考えられ

ている。また、食物繊維は摂取された食物の消化管内移動速度を高め、栄養素等の腸管か

らの吸収機会を減らすことも予測されている。しかし、食物繊維は小腸管内では消化され

ないが、大腸内で腸内細菌によってかなり利用されるらしい。腸内細菌の働きによって種
々の代謝産物が産牛され、大腸からの栄養素等の吸収が増加するがもじれぶいことが拾m

されている。こうした食物繊維の作用は、不溶性のものと可溶性のものでは異なることが

予想される。今回、実験動物に不溶性あるいは可溶性食物繊維を摂取させ、食餌性ミネラ

ルの吸収に対する効果を比較した。左法　セルロース、寒天、ペクチンあるいはマンナン

を5％含む４種類の飼料と食物繊維を含まない飼料（対照群）をウィスター系幼若雄ラッ
トにそれぞれ3 1日間自由摂取させた。試験飼育期間中、飼料摂取量を測定し、排泄糞を

回収した。飼料および排泄糞中のミネラル濃度を分析し、食餌性ミネラルの見かけの吸収

串を算出した。楚墨セルロースあるいは寒天を含む飼料を摂取したラットでは、n屡糞

の乾燥重量が対照群より３～４倍高かった。ペクチンあるいはマンナンを飼料に5%禰址

する｡とヽ糞重量は1.2～1.4倍高くなった。セルロース群と寒天群の銅ヽ載、マンガンと
マグネシウムの見かけの吸収率は対照群より低かった。ペクチン群では、銅、鉄の吸収率

が対照群より低かった。マンナン群では、銅、鉄、マンガンの吸収率が対照群より高かっ
た。
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